
＜精神保健福祉手帳所持者＞ 

第4期宮崎市障がい者計画中間評価のためのアンケート調査（案） 
 

ご記入にあたってのお願い 

1　この調査票は、宮崎市在住の皆様の中から、令和〇年〇月〇日現在で精神保健福祉手帳を所持している方に対
し、無作為で抽出してお送りしています。本アンケートは、現行進行中の「第4期宮崎市障がい者計画」の中間評価を行
い、今後の宮崎市の障がい福祉施策をより良いものにしていくための大切な資料とさせていただくために実施するもの
です。この調査票は無記名でしていただくものであり、個人情報の収集は行いません。全て統計的に処理し、調査の目
的以外に使用することはありません。 

2　この調査は、あて名のご本人に記入していただくものです。ただし 障がいの状況、年齢などによってご本人が記入で
きない場合には、ご家族や支援者の方がご本人の意見を聞きながら、もしくは本人の気持ちを考えながら記入してくだ
さい。 

3　この調査に対しての回答は任意ですが、調査趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますようお願いいたします。 

基本情報 

　ご本人の属性について、お聞かせください。 

問1　ご本人の年齢についておたずねします。（令和〇年〇月〇日現在） 
1.​ 9歳以下（0歳～9歳） 
2.​ 10歳代（10歳～19歳） 
3.​ 20歳代（20歳～29歳） 
4.​ 30歳代（30歳～39歳） 
5.​ 40歳代（40歳～49歳） 
6.​ 50歳代（50歳～59歳） 
7.​ 60歳代（60歳～69歳） 
8.​ 70歳代（70歳～79歳） 
9.​ 80歳以上（80歳～ ） 

問2　精神保健福祉手帳の等級は、次のうちどれですか。（○はひとつだけ） 

1.​ 1級 
2.​ 2級 
3.​ 3級 

問3　ご自身の病気については、どのように聞いていますか。（あてはまるものすべてに○） 
1.​ 気分障がい 
2.​ 統合失調症 
3.​ 不安障がい・パニック障がい 
4.​ 発達障がい 
5.​ 薬物・アルコール依存症 
6.​ てんかん 
7.​ 高次脳機能障がい 
8.​ 器質性精神病（認知症など） 
9.​ 適応障がい 
10.​パーソナリティ障がい 
11.​行動障がい 
12.​学習障がい 
13.​わからない 
14.​その他 

外出状況について 
障がいのある方が外出される際に感じていらっしゃる不便さや困難な点について、詳しくお聞かせください。 

問4　普段の外出状況はいかがですか。（通勤・通学を含む） 

1.​ ほぼ毎日、外出する 
2.​ 週に数回、外出する 
3.​ 月に数回、外出する 
4.​ ほとんど外出しない 

問5　どのような目的で外出しますか。（あてはまるもの3つまで○） 

1.​ 通勤・通学 
2.​ 通院 
3.​ 通所（事業所等） 
4.​ 買物 
5.​ 各種手続 
6.​ 知人宅訪問 
7.​ 地域・学校行事 
8.​ 趣味・娯楽 
9.​ スポーツ活動 
10.​学習活動 
11.​ボランティア活動 
12.​サークル活動 
13.​その他（　　　　　） 

問6　 外出した時、どのようなことに困りますか。※環境等について（あてはまるもの3つまで○） 
1.​ 案内表示が分かりにくい 
2.​ 運転手や駅員等とのコミュニケーションが取りづらい 
3.​ 券売機・自動改札などの利用方法がわからない 
4.​ 電車・バスなどの利用方法がわからない 
5.​ 障がいに対応したトイレの整備が進んでいない 
6.​ 道をたずねても答えてもらえない 
7.​ 道路の整備が不十分（点字ブロック、舗装、段差、音響装置など） 
8.​ 建物のバリアフリー化が進んでいない 
9.​ ガイドヘルプなどのサービスが少ない 
10.​食べられるものや環境に制限があり、外食が困難 
11.​ 買物する時に、聞きたいことが聞けない 
12.​ 買物やセールスなどで、断ることが苦手 
13.​ 各種の手続きなどにおいて、やり方がわからない 
14.​ 特にない 
15.​ その他 ( 　　　　　　　) 

問7　 外出した時、どのようなことに困りますか。※自分のことについて（あてはまるもの3つまで○
）　 

1.​ 大勢の人がいる場所では疲れる。 
2.​ 周囲の音や気配、人の視線などが気になる。 
3.​ 新しい場所に行くと、とても不安になる。 
4.​ 体がだるく、眠くなる。 
5.​ 頭の中が真っ白になる、動けなくなる。 
6.​ 特にない 
7.​ その他（　　　　　） 

問8　どのような支援があれば、外出しやすくなると思いますか。（あてはまるもの3つまで○） 

1.​ 公共交通機関のバリアフリー化の推進（低床バスの導入、駅のエレベーター設置、音声・点字案内など） 
2.​ 道路や歩道の整備（点字ブロックの設置・修復、段差の解消、安全な横断歩道の確保、音響装置の設置など） 
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3.​ 建物のバリアフリー化の推進（出入口の段差解消、通路幅の確保、多機能トイレの増設、手すりの設置など） 
4.​ 障がいの特性に応じた情報提供の充実（音声案内、点字表示、筆談対応、手話通訳、分かりやすい表示など） 
5.​ ガイドヘルプや移動支援サービスなど、外出支援サービスの拡充 
6.​ 福祉タクシーや送迎サービスなど、交通手段の選択肢の増加 
7.​ 外出時のコミュニケーションをサポートするツールの導入や普及（筆談ボード、コミュニケーション支援アプリな

ど） 
8.​ 災害時など緊急時の避難誘導や情報伝達方法の整備 
9.​ 障がい特性への理解促進のための啓発活動の強化（住民や店舗スタッフへの研修など） 
10.​バリアフリーに対応した飲食店の情報提供や、配慮のある飲食店への補助 
11.​ 買い物時の手助けや、断りづらい場面での相談窓口の設置 
12.​ 各種手続きにおけるサポート体制の充実（説明員の配置、分かりやすい手続き案内など） 
13.​ 刺激の少ない場所や静かな休憩スペースの整備 
14.​ 特にない 
15.​ その他（　　　　　　　） 

問9　外出時に障がいのある方が困らないために、宮崎市にどのような取り組みを期待します
か。（自由記述） 
 

 

情報保障について 

　障がいのある方に対する分かりやすい情報発信について、どのような情報をどのような方法で受け取りたいかをお聞
かせください。 
 
問10　国や県、市が行う障がい者施策の情報は十分に行き届いていると思いますか。 

1.​ 十分行き届いている 
2.​ まあまあ行き届いている  
3.​ どちらとも言えない 
4.​ あまり行き届いていない  
5.​ 全然行き届いていない  

問11　（問9で「4. あまり行き届いていない」「5. 全然行き届いていない」と答えた方へ）情報が行
き届いていないと感じる主な理由は何ですか。（あてはまるもの3つまで○） 

1.​ そもそも、どこで情報を探せばよいか分からない 
2.​ 情報の内容が専門的で分かりにくい 
3.​ 文字が小さい、読み上げに対応していないなど、情報の形式（デザインや媒体）が自分に合わない 
4.​ 自分自身の障がいや状況に合った情報が見つからない 
5.​ 情報量が多すぎて、必要な情報を見つけられない 
6.​ 相談する時間や機会がない 
7.​ その他 ( 　　　　　　　) 

問12　今後、市からの障がい福祉に関する情報をどのような方法で受け取りたいですか。（あて
はまるもの3つまで○） 

1.​ 市の広報紙（広報みやざき） 
2.​ 市公式ホームページやSNS（LINE、Xなど） 
3.​ パンフレットやチラシの郵送・ポスティング 
4.​ 相談支援事業所や通所施設、医療機関などを通じて 
5.​ 市役所や地域振興局の窓口での直接の説明 
6.​ 民生委員や自治会などを通じて 
7.​ テレビやラジオ 
8.​ その他 ( 　　　　　　　　) 

問13　特にどのような情報がもっと必要だと感じますか。（あてはまるもの3つまで○） 
1.​ 年金・手当・助成金など金銭的支援に関する情報 
2.​ ヘルパー派遣や移動支援など日常生活の支援サービスに関する情報 

3.​ 就職や仕事に関する支援の情報 
4.​ 利用できる医療機関やリハビリに関する情報 
5.​ 災害時の避難や備えに関する情報 
6.​ イベントや交流会など社会参加に関する情報 
7.​ 障がい者手帳で受けられる割引や優遇サービスの情報 
8.​ 特にない 
9.​ その他 (　　　　　　　　 ) 

 

文化芸術活動への参加に関する調査 

障がいのある方の文化芸術活動への参加状況や、参加しやすくするためにどのような配慮・支援が必要かをお聞かせ
ください。 

問14　1年以内に文化芸術に関するイベントに参加したことがありますか。 
※障がい者による文化芸術に関する講演会やアートイベントなど、幅広く捉えていただいて構いません。 

1.​ ある 
2.​ ない 

問15　（問13で「1.ある」と答えた方へ）参加した内容は次のうちどれですか。（○はいくつでも） 
1.​ 鑑賞 
2.​ 出演 
3.​ 出品 
4.​ 運営スタッフ 
5.​ その他(　　　　 ) 

問16　（問13で「2. ない」と答えた方へ）参加しなかった主な理由は何ですか。（あてはまるもの3
つまで○） 

1.​ 興味・関心がなかった 
2.​ どのようなイベントがあるか情報がなかった 
3.​ 会場の設備（バリアフリー等）が整っているか不安だった 
4.​ 会場への交通手段がなかった、または利用しにくかった 
5.​ 介助者がいなかった、または同行を頼める人がいなかった 
6.​ チケット代など、金銭的な負担が大きい 
7.​ 体調面に不安があった 
8.​ その他( 　　　　　) 

問17　今後、文化芸術活動に「参加してみたい」と思いますか。 
1.​ 参加してみたい 
2.​ あまり参加したいと思わない 
3.​ わからない 

問18　（問16で「1. 参加してみたい」と答えた方へ）どのような支援や配慮があれば、より参加しや
すくなると思いますか。（あてはまるもの3つまで○） 

1.​ 障がいがあっても参加しやすいイベント情報の提供（ウェブサイト、広報紙など） 
2.​ 会場のバリアフリー化の推進（多目的トイレ、スロープ、座席スペースの確保など） 
3.​ 会場への送迎サービスや、公共交通機関の利用しやすさ向上 
4.​ チケット代の割引や助成 
5.​ 会場でのボランティアや案内係の配置 
6.​ 手話通訳や字幕、音声ガイドなどの情報保障 
7.​ オンラインでの配信など、自宅から鑑賞・参加できる機会の提供 
8.​ その他( 　　　　　　) 

 

問19　障がい者の福祉全般について、ご意見などがありましたら、ご自由にお書きください。（自



由記述） 

 

 

質問は以上です。ご協力いただき、誠にありがとうございました。 
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